
25　週刊ダイヤモンド  2024／07／27

　
月
５
日
、
厚
生
労
働
省
は
２

０
２
３
年
の
人
口
動
態
統
計

を
公
表
し
た
。
同
年
の
日
本

の
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
が
過

去
最
低
の
１
・
20
に
低
下
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
の
Ｔ
Ｆ

Ｒ
は
、
最
高
位
が
沖
縄
県
の
１
・
60
、

最
下
位
が
東
京
都
の
０
・
99
だ
。

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
少
子
化
対
策

の
観
点
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
。
中
に
は
、
出
生
率
低
下
の
原
因
は

出
生
率
が
低
い
東
京
に
出
産
可
能
な
女

性
が
集
ま
る
た
め
で
あ
り
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が

低
い
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
１
指
標
の
み
か
ら

判
断
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
解
だ
。
例
え

ば
、
20
年
の
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
基

に
都
道
府
県
別
の
平
均
出
生
率
（
出
産

可
能
な
15
〜
49
歳
の
女
性
人
口
１
０
０

０
人
当
た
り
の
出
生
数
）
を
計
算
す
る

と
、
順
位
は
変
わ
る
。
平
均
出
生
率
の

第
１
位
は
沖
縄
県
の
48
・
９
だ
が
、
東

京
は
31
・
５
で
、
最
下
位
で
は
な
く
42

位
だ
。
さ
ら
に
、
東
京
都
心
３
区
（
千

代
田
区
・
港
区
・
中
央
区
）
の
平
均
出

生
率
は
41
・
７
で
、
47
都
道
府
県
で
は

沖
縄
に
次
ぐ
２
位
に
な
る
。

　
平
均
出
生
率
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
都
道
府
県

別
順
位
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
変
わ
る
の
か
。

そ
の
理
由
は
、
年
齢
別
出
生
率
を
合
計

す
る
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
計
算
方
法
に
あ
る
。

　
例
え
ば
、
20
代
と
30
代
の
女
性
し
か

い
な
い
２
地
域
が
あ
り
、
地
域
Ａ
で
は

20
代
の
女
性
１
０
０
人
が
赤
ち
ゃ
ん
30

人
、
30
代
の
女
性
１
０
０
人
が
60
人
を

出
産
、
地
域
Ｂ
で
は
20
代
の
女
性
20
人

が
20
人
、
30
代
の
女
性
80
人
が
20
人
を

出
産
す
る
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
女

性
１
人
当
た
り
の
平
均
出
生
率
は
、
地

域
Ａ
が
０
・
45
（
＝
90
÷
２
０
０
）、

地
域
Ｂ
が
０
・
４
（
＝
40
÷
１
０
０
）

で
、
地
域
Ａ
の
方
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
、

年
齢
別
出
生
率
の
合
計
で
あ
る
Ｔ
Ｆ
Ｒ

は
、
地
域
Ａ
が
０
・
９
（
＝
30
÷
１
０

０
＋
60
÷
１
０
０
）、
地
域
Ｂ
が
１
・

25
（
＝
20
÷
20
＋
20
÷
80
）
と
、
地
域

Ｂ
が
０
・
35
も
上
回
る
。

　
政
府
や
人
口
戦
略
会
議
は
、
地
域
別

Ｔ
Ｆ
Ｒ
や
東
京
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
低
い
東

京
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
を
掲
げ
る
ケ

ー
ス
も
多
い
。
し
か
し
、
平
均
出
生
率

で
は
都
心
３
区
が
全
国
上
位
に
位
置
す

る
な
ど
、
少
子
化
の
見
え
方
が
大
き
く

変
わ
る
。
都
道
府
県
別
Ｔ
Ｆ
Ｒ
だ
け
を

見
て
政
策
を
立
案
す
る
と
、
少
子
化
対

策
を
誤
っ
た
方
向
に
導
き
か
ね
な
い
。
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